大嶋康太（奈良県御所市 / 社会福祉法人恩賜財団　済生会御所病院）
『　健康フェア　ロコモチェック・ロコモ体操指導　』

はじめに、済生会は明治天皇が「恵まれない人々のために施薬救療によって生活困窮者を救済しよう」と明治44（1911）年に設立しました。以来110年以上の活動の中で「施薬救療の精神」という済生会理念の下、以下の3つの目標を掲げ、日本最大の社会福祉法人として医療・保健・福祉活動を展開しています。
●生活困窮者を済(すく)う。
●医療で地域の生(いのち)を守る。
●医療と福祉、会を挙げて切れ目のないサービスを提供地域に寄り添った医療。
その済生会の根幹事業である『無料定額診療事業・生活困窮者支援事業（なでしこプラン）』という分野において、当院は地域の方々に対し医療相談などを実施する『健康フェア』を開催しております。
その健康フェアにロコモコーディネーターとして『ロコモ度チェック、ロコモ体操指導』を2018年から現在に至るまで、院内をはじめ、近隣団地や近隣スーパーマーケットにて取り組んで参りました。

大まかな取り組み内容としては、健康寿命を延ばすことを目的として、要支援・要介護の前段階の方に対して介入できる場所を中心に、『ロコモ度チェック
』『ロコモ体操指導』『状態に応じた動作・トレーニング指導』を実施してきました。また看板やポスターなどを手作りで行い、親しみやすい空間を作る事も意識して取り組みました。更に整形外科医師の協力を頂き、無料で日本整形外科学会『ロコモティブシンドローム』冊子を取り寄せ、地域の方々に配布する事も行いました。
特にスーパーマーケットにて実施した際は、150名程度のご参加を頂き、多くの地域住民の方に対してロコモ啓発を行う事ができたと思います。またスーパーマーケット店長への企画説明、企画書・パンフレット作成などにも携わり、私自身の自己研鑽となる取り組みとなりました。
上記活動を実施した結果、「自宅で安全に体操する方法が分かって良かった。」「まだ自分の体は丈夫なんだと分かって嬉しかった。」などの声を頂きました。また後日お会いした際に、「継続して体操実施しています。」「歩くのが安定した気がします。」といったロコモ啓発活動が少なからず、地域の方の役に立っていると実感するお言葉も頂きました。
今後も地域の方々へより良いロコモ啓発活動ができるよう努めていきたいと思います。展望として、私たちロコモコーディネーターは他の医療従事者・有資格者とより連携し、更に効果を高めていけるよう、取り組んでいきたいと考えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上




image1.emf



【院内外来フロア】 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



【近隣スーパーマーケット】 



 



 



 



 



 



 



 










【院内外来フロア】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近隣スーパーマーケット】 

 

 

 

 

 

 

 


Microsoft_Word___.docx
【[image: ][image: ]院内外来フロア】





[image: ]





[image: ]









[image: ]





【[image: ]近隣スーパーマーケット】





[image: ]







[image: ][image: ]

image6.jpeg







image7.jpeg







image8.jpeg

T BEER







image9.jpeg







image1.jpeg







image2.jpeg

/rvmmmwbmm
oY

PR L

“w‘;’y“'“—si‘icﬁk‘uhq:% o2







image3.jpeg







image4.jpeg







image5.jpeg

PR
AZ 25 IR s








